
 
 

長良川鵜飼文化応援団規約 

 

 （名称） 

第1条 本会は、 長良川鵜飼文化応援団（以下「応援団」という。）と称する。 

 

 （目的） 

第2条 応援団は、1300年以上の歴史を有する長良川鵜飼文化を保存・継承していくため、長

良川鵜飼文化の魅力の再発見、再認識及び発信と、ユネスコ無形文化遺産登録に向けた取組

みを市民運動として展開することを目的とする。 

 

 （事業） 

第3条 応援団は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事業を行う。 

 (1) 長良川鵜飼文化の情報発信に関すること 

 (2) その他目的を達成するために必要な事項 

 

 （構成） 

第4条 応援団は、第2条に規定する目的に賛同する個人、企業又は企業以外の団体をもって構

成し、会員の種類は、次の3種とする。 

 (1) 個人会員 第2条に規定する目的に賛同して入会する個人 

 (2) 団体会員 第2条に規定する目的に賛同して入会する企業又は企業以外の団体 

 (3) サポーター 第2条に規定する目的に賛同し、応援団の事業に参加する個人又は団体 

 

 （役員） 

第5条 応援団に次の役員を置く。 

 (1) 会長 1名 

 (2) 副会長 1名 

 (3) 理事 若干名 

 (4) 監事 1名 

2 役員は、個人会員又は団体会員の中から立候補又は推薦により選出する。 

 

 （職務） 

第6条 会長は、応援団の会務を総理し、応援団を代表する。 

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、会長があらか

じめ指名した副会長がその職務を代理する。 

 
 



 
 

3 監事は、応援団の会計その他の事務を監査する。 

4 役員は、応援団の具体的な方針をまとめる役割を担う。 

 

 （任期） 

第7条 役員の任期は、総会で選任された日より1年とする。ただし、再任は妨げない。 

2 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

 （総会） 

第8条 総会は、毎年度1回、開くものとする。ただし、会長が必要と認めるときは、臨時総会

を開くことができる。 

2 総会は、第4条第1項第1号及び第2号に規定する会員をもって構成する。 

3 総会は、会長が招集し、その議長となる。 

4 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

 (1) 事業計画及び収支予算に関すること 

 (2) 事業報告及び収支決算に関すること 

 (3) 規約の制定及び改廃に関すること 

 (4) 役員の選任に関すること 

 (5) 前各号までに掲げるもののほか、会長が必要と認めた事項 

5 総会は、会員の過半数が出席しなければ開くことができない。ただし、総会に出席できな

い会員は、あらかじめ通知された事項について、代理人に権限を委任し、又は書面で議決に

加わることができる。 

6 総会の議事は、出席者（代理人にその権限を委任し、又は書面で議決に加わった者を含

む。）の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

7 前2項の規定にかかわらず、書面表決をもって総会の議決に代えることができる。 

8 議長は、特に必要があると認めるときは、総会に会員以外の者の出席を求め、その意見を

聴くことができる。 

  

（役員会） 

第9条 役員会は、第5条に規定する役員をもって組織し、第8条第4項に規定する議事審議事項

を整理し、総会に上程する。 

2 役員会は、必要に応じ、会長が招集し、その議長となる。 

3 役員会は、役員の過半数が出席しなければ開くことができない。ただし、役員会に出席で

きない役員は、あらかじめ通知された事項について、代理人に権限を委任し、又は書面で議

決に加わることができる。 

4 役員会の議事は、出席役員（代理人にその権限を委任し、又は書面で議決に加わった者を



 
 

含む。）の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

5 前2項の規定にかかわらず、書面表決をもって役員会の議決に代えることができる。 

  

（定例会） 

第10条 事務局の呼びかけで、会員有志によって定例会を開催し、応援団事業の 

  実施方法協議検討することができる。 

   

 （顧問） 

第11条 応援団は、必要に応じて顧問を置くことができる。 

2 顧問は会長の推薦により選出される。 

3 顧問は応援団の目的達成のため必要な事項について、応援団に対し助言することができる。 

 

（専決処分等） 

第12条 会長は、総会を招集する暇がないと認めるときは、第8条4項に掲げる事項について専

決処分することができる。 

2 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを総会に報告し、その同意を求めな

ければならない。 

 

 （事務局） 

第13条 応援団の事務を処理するために、岐阜市長良川鵜飼伝承館内に事務局を置く。 

2 事務局には、事務局長を置き、岐阜市長良川鵜飼伝承館館長をもって充てる。 

 

 （報酬及び旅費） 

第14条 役員・顧問への報酬及び旅費は支給しないものとする。 

 

 （会計等） 

第15条 応援団の経費は、会費、負担金、補助金、寄附金、協賛金及びその他の収入をもって

充てる。 

2 応援団の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

3 会計年度に属すべき出納の整理期間は、当該会計年度の末日の翌日から2カ月を経過する日

までとする。 

4 会計年度末において余剰金が生じた場合は、取扱規則に基づき翌年度に繰り越すことがで

きる。 

 

（会費） 



 
 

第16条 応援団の会費は、次のとおりとする。 

 (1) 個人会員 年額1口 2,000円（1人1口のみ） 

 (2) 団体会員 年額1口 10,000円 

 (3) サポーター なし 

 

 （解散） 

第17条 応援団は、総会の議決により解散する。 

 

 （その他） 

第18条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 

 

   附 則 

1 この規約は、平成28年8月1日から施行する。 

2 第14条の規定に関わらず、応援団設立年度に係る会計年度については、設立日から翌年の3

月31日までとする。 

   附 則 

1 団体の名称は、平成28年10月14日の役員会決定事項により、（仮称）長良川鵜飼応援団か

ら長良川鵜飼文化応援団とする。 

2 この規約は、平成28年10月14日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成29年4月1日から施行する。 

  附 則 

この規約は、令和5年4月1日から施行する。 


